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資料１別紙１

仙台市では、「誰もが心豊かに暮らし続けることができるまち」を目指して、市民活動団

体、地域団体、教育機関、事業者、行政等の多様な主体間の協働によるまちづくり

を推進しています。

さまざまな専門性や強みを持った主体がそれぞれの力を生かし、枠組みを超えて連携・

協力しながら行う取り組みが、地域の課題解決や魅力向上につながり、持続可能なま

ちが築き上げられています。

協働によるまちづくりとは
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地域団体
（町内会等） さまざまな分野で発揮される

協働の力

● コミュニティづくり

● ごみ減量・リサイクル

● 安全安心のまちづくり

● 高齢者の見守り・支え合い

● 子育て支援

● 防災力の向上

● 障害者差別解消・障害理解の促進

仙台市協働まちづくり推進委員会

当委員会は学識経験者や市民活動実践者などで構成され、協働によるまちづくりの推進のために必要な事項の審議を行っています。

事務局：仙台市市民協働推進課 TEL 022-218-1089

仙台市市民活動サポートセンター情報・相談窓口／活動場所

協働ナビゲーションサイト「できるよ！仙台」支援情報／活動事例

インフォメーション

協働の手引き・事例集「協働まちづくりの実践」手引き／活動事例

■URL www.kyodonavi-sendai.jp

仙台市の支援制度や施設・相談窓口の紹介のほか、活動を充実さ

せるためのヒントとなる活動事例やデータ・手引きなど、これから活動

を始める方からすでに活動を行っている方まで幅広く活用していただ

ける情報を発信しています。

また、事例集「協働まちづくりの実践」に掲載されている2事例を、動

画でご紹介しています。

市内で行われている25の協働事例について、協働を実践する人々

の活動に対する思いや活動団体相互の協力体制を写真や図解を

交えて紹介しています。

企画・編集には、仙台市協働まちづくり推進委員会委員と市民活

動団体が加わるとともに、取材・執筆は市民や学生、市職員ライター

が行うなど、全工程を市民との協働により制作しています。

■配布場所 仙台市市民活動サポートセンター、

市役所本庁舎市民のへや、各区役所まちづくり推進課など

※協働ナビゲーションサイト「できるよ！仙台」にも掲載しています。
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緑上 浩子 （岩切の女性たちによる防災宣言をつくる会）

（令和2年3月）

さまざまな分野の営利を目的としない公益的な活動をしている皆さんを支援

するための拠点施設です。市民活動や協働に関する相談、イベントや講座

の開催、活動に使用できる研修室などの貸し出し、ホームページや広報誌に

よる情報発信などを行っています。市内の市民活動情報が集約されているの

で、情報収集にも活用できます。

■開館時間 月～土 9：00～22：00

日・祝 9：00～18：00 

■休館日 毎月第2・4水曜（祝日にあたる場合は翌日）、年末年始

■所在地 〒980-0811 仙台市青葉区一番町4-1-3

■連絡先 TEL：212-3010 FAX：268-4042

■Eメール sendai@sapo-sen.jp

■URL https://www.sapo-sen.jp

事例を紹介した動画
「みんなが主役 協働のまち-仙台-」 協働ナビゲーションサイト「できるよ！仙台」
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対応

・・・・ 2011｜2012｜2013｜2014｜2015｜2016｜2017｜2018｜2019｜2020 ・・・・

東日本大震災

’99～市民公益活動促進委員会 協働まちづくり推進委員会

’99～ 市民公益活動の促進に関する条例 協働まちづくりの推進に関する条例

協働まちづくりの推進のための基本方針(①)
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国連防災世界会議テーマ館「市民協働と防災」

‘01～ 市民公益活動促進のための基本方針

‘03～ 市民公益活動促進プラン21

’05~ 仙台協働本（せんだいこらぼん） 協働の手引き・事例集

市民提案協働事業
の拡充

震災のため一時閉館

復興拠点として再開

市民協働事業提案制度

若者の社会参加促進事業（未来仙台市、仙台ミラソン、仙台若者アワード）

せんだい市民カフェ（全12回開催）

震災復興支援情報「サポセンかわら版」（全45号）

‘99～ サポートセンター通信「ぱれっと」

マチノワ

’02~ まちづくり支援専門家派遣制度
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機能強化のためのリニューアル（②）

協働まちづくり推進プラン
2016（第1期計画）

（第2期計画）

協働ナビサイト

市民活動の自立促
進及び継続的活動
の環境整備

次世代の担い手
（若者）育成

委員会

条例等

広報

イベント

施設
（’99開館）

◎利用者100万人
開館20周年

協働まちづくり推進助成事業（③）

多様な主体の活動
等に関する情報収
集・発信

地域の取り組みを次代へ継承するために ～川平学区連合町内会の取り組み～

第3期仙台市協働まちづくり推進委員会委員

川平学区連合町内会会長・仙台市連合町内会長会副会長

島田 福男

は委員会で審議を行った施策

①協働まちづくりの推進のための基本方針

条例に基づき、協働によるまちづくりの推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するための「仙

台市協働によるまちづくりの推進のための基本方針」策定に向け、仙台市に答申を行いました。答

申にあたって、「せんだい市民カフェ」を複数回開催し、これからの市民協働の進め方について、委員

が市民と意見交換を行いました。

基本方針では、協働の基本理念を「自立」「連携」「創発」という３つのキーワードで表し、多様な主

体の協働によるまちづくりを推進していくための基本施策と各主体に期待される取り組みを示していま

す。
せんだい市民カフェ「わたしたちの協働指針を作ろ
う！」の様子（H26.7）

窓口に加え、交流・イベントスペースとして活用で
きるよう整備

②市民活動サポートセンター

機能強化のためのリニューアル

「多様なまちづくりの担い手が集い、アイディアを交

え、つながりを育む場づくり」をコンセプトに、平成30

年2月に交流スペースの拡充や情報発信機能の

充実など施設の機能を強化しました。

③協働まちづくり推進助成事業

複数団体が協働により、社会的課題の解決やまちの魅力の創造を図る事業へ

の支援を行う「仙台市協働まちづくり推進助成事業」を構築。平成29年度にモ

デル事業を実施し、平成30年度から制度の本格運用を開始しました。

本事業は、助成と併せて活動団体にコンサルティングや専門家の派遣を行うこと

で、協働のノウハウの蓄積や定着、事業実施基盤の強化を図る点が特徴となっ

ており、他の政令指定都市には見られない取り組みです。

エントランスホール（１階）
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第3期仙台市協働まちづくり推進委員会委員長

宮城大学理事・副学長・事業構想学群長・事業構想学研究科長

風見 正三

仙台市協働まちづくり推進委員会の取り組みについて

今後に向けて

委員会で審議を行った施策の例

協働の関係図

協働事例紹介

仙台市の協働のあゆみ

八木山ハーブまちづくり

令和元年度の協働まちづくり推進助成事業として、高齢化

が進む太白区八木山地区では、地域のさまざまな団体が

協力しながら、ハーブを通じた支え合いのまちづくりを行ってい

ます。ハーブ栽培やハーブを使った料理教室など、楽しみな

がら顔と顔の見える関係づくりを目指しています。

川平学区連合町内会は、1979年（昭和54）の設立以来、地域の各種団体とと

もに自主防災に力を入れて活動を続けてきました。そのため、東日本大震災の際は、

災害対策本部の設置や避難所の開設・運営も迅速かつ的確に対応することができ

ました。

一方で、近年は地域の高齢化が加速し、役員の成り手、担い手不足が大きな課題

となっており、大学や企業から連携の話をいただくことも増えましたが、対応できる人が

いないのです。

町内会のような地縁組織は、大学や企業と協働することで活性化が図られると思い

ますし、これまでに築いてきた地域のネットワークを次代に継承していくためにも、例え

ば中間でコーディネートをするNPO等の団体がいてくれれば心強いと思います。

制度の活用事例
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仙台市協働まちづくり推進委員会では、多様な主体が行う協働によるまちづくりの推進を図るため、施策の方向性に関する審議や、

必要な環境整備、支援等に関する審議を行っています。少子高齢化の進展に加え、東日本大震災を契機として、より複雑化する地

域課題に対応するため、 2015年（平成27）の「仙台市協働によるまちづくりの推進に関する条例」制定とともに、 市民公益活動

促進委員会（ 1999年（平成11）発足）を引き継ぐ形で現委員会が発足しました。多様な主体が協働の理念を共有し、その持

てる力を発揮していけるよう、市民の皆様の意見も取り入れながら、さまざまな施策の実現につなげています。


